
　

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
年
）
十
二
月
二
一
日
、

昭
和
南
海
大
地
震
と
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
に

よ
っ
て
、
徳
島
県
は
も
と
よ
り
、
四
国
、
近
畿
地

方
は
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
昭
和
南
海
大
地
震
か
ら
す
で

に
六
〇
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
一
八
五
四

年
の
安
政
南
海
地
震
、
一
七
〇
七
年
の
宝
永
地

震
、
一
六
〇
五
年
の
慶
長
地
震
と
、
私
た
ち
の
住

む
地
を
約
九
〇
年
か
ら
一
五
〇
年
の
周
期
で
大

地
震
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

今
世
紀
前
半
に
も
次
の
南
海
地
震
、
東
南
海
地

震
が
起
こ
る
確
率
は
非
常
に
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
は
、
過
去
の
歴
史
的
な
地
震
を

知
り
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
に
対
し

て
ど
う
備
え
て
い
く
か
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
地
震
に
関
す
る
郷

土
資
料
の
な
か
か
ら
何
点
か
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
今
年
八
月
二
九
日
か

ら
当
館
一
階
展
示
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た

『
知
っ
て
、
備
え
る
南
海
大
地
震
』
資
料
展
で

展
示
い
た
し
ま
し
た
。
上
段
の
写
真
は
、
そ
の

模
様
で
す
。

『
徳
島
の
地
震
津
波
』
―
歴
史
資
料
か
ら

　

猪
井
達
雄
／
他
著　

徳
島
市
立
図
書
館

　

一
九
八
二
年
発
行

　

「
歴
史
資
料
か
ら
」
と
い
う
副
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

よ
う
に
、
本
書
で
は
過
去
の
巨
大
地
震
、
津
波
に

よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
古
文
書
や
各
地
に
残
る
碑

文
な
ど
の
記
録
を
た
ど
り
解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。

古
文
書
で
淡
々
と
語
ら
れ
る
文
面
を
読
み
解
く
と
、

当
時
の
恐
怖
が
ま
ざ
ま
ざ
と
甦
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
南
海
大
地
震
の
体
験
者
に
よ
る

体
験
談
を
ま
と
め
た
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
資

料
が
あ
り
ま
す
。

『
宿
命
の
浅
川
港
』

　
　

海
南
町
／
編　
　
　
　

一
九
八
六
年
発
行

『
海
が
吠
え
た
日
』

　
　

牟
岐
町
教
育
委
員
会
／
編一

九
九
六
年
発
行

『
南
海
大
地
震　

五
十
年
の
記
憶
と
教
訓
』

　
　

宍
喰
町
／
編　
　
　
　

一
九
九
六
年
発
行

『
あ
の
惨
況
を
忘
れ
な
い
…
』

　
　

徳
島
地
方
気
象
台
／
編

　

二
〇
〇
六
年
発
行

　

そ
の
他
に
も
自
治
体
あ
る
い
は
語
り
継
ぐ
会

等
が
ま
と
め
た
体
験
談
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
資

料
に
も
六
〇
年
を
過
ぎ
て
も
な
お
癒
え
る
こ
と

の
な
い
恐
怖
と
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
関
係
の
行
政
資
料
、
各
自
治
体
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
防
災
マ
ッ
プ
等
防
災
関
係

資
料
を
多
数
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
一
読
い
た
だ
き
防
災
に
対
す
る
意
識

を
新
た
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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資料紹介 

『
知
『
知
っ
て
、備
え
る
南
海
大
地
震
』

備
え
る
南
海
大
地
震
』 

『
知
っ
て
、備
え
る
南
海
大
地
震
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―  

資
料
展
よ
り

資
料
展
よ
り  

― 

―  

資
料
展
よ
り  

― 

編集・発行　徳島県危機管理局南海地震対策課
平成 18年 3月発行

特別整理期間のお知らせ 
 平成19年1月29日(月)から2月8日(木)まで蔵書点検のため休館します。 



文
学
全
集 

外
国
の
童
話 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

おはなしのへや 

100 哲学  200 歴史 
000 
総記 
 
726 
マンガ 

908 
 
958
〜 

D0 
 
D9
〜 

210～270 
日本と 
世界の 
歴　史 

Y  ヤングアダルト 

文庫本 一般資料 
コーナー 

トイレ 
（女子） 

トイレ 
（男子） 

300　社会 

370　教育 

933～993　外国の小説・お話 

400～480　数学・物理・天文・恐竜・植物・動物 

490　人体　　500　技術　　600　産業 

290　地理 

380　伝説・民話 

913　日本の小説・お話 

933 英・米の小説 916 日本の実話 913 日本の小説 

911 日本の詩　800 語学　760～790 音楽・スポーツ・映画 

280　伝記 

700　芸術 

赤ちゃん絵本 

D1 
日本の童話 

絵本 絵本 

紙芝居 

カ
ウ
ン
タ
ー

 

新着図書 

検索用 
コンピュータ 

本
を
借
り
る
と
こ
ろ
・
返
す
と
こ
ろ 

ES

ES

ES

絵本 
CD 
カセット 

D1 
日本の童話 

英語の本 
その他の 
外国語の本 

2階 
出入り口へ 

雑誌 

児童資料室 
児童文化に関する 
資料 
大型絵本 
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こどもの本コーナーには、児童書　約50,000冊をおいて、貸し出ししています。 
 

＊童　　　話…Dから始まる請求記号の本は童話です。概ね、小学1年から2年を対象とした本です。Ｄ０～
Ｄ９に分けてあり、０～９は、原作の言語をあらわしています。１が日本、２が中国・東洋、
３がアメリカ・イギリス、４がドイツ、５がフランス、６がスペイン、７がイタリア、８が
ロシア、９がその他です。また、各国の童話を集めた童話全集は、Ｄ０になっています。 

＊赤ちゃんえほん…０～２歳ぐらいまでの乳幼児向けの絵本です。 

＊英 語 の 本…英語で書かれた本です。絵本が主になっていますが、ハリーポッターの原書などもあります。 

＊その他の外国語の本…英語以外の外国語で書かれた本です。ハングル、中国語、フランス語、ドイツ語、
スペイン語、ロシア語の本があります。 

＊紙　芝　居…一般に販売されている紙芝居が約1,000タイトルあります。また、紙芝居の棚の上では、毎月
テーマを決めて本の展示をしています。 

＊絵　　　本…文章を書いた人の姓の50音順に絵本を並べています。なお、小さなサイズの本は、ESの棚に
あります。 

＊CD・カセット…おはなしの朗読CD・カセットを中心に置いてあります。CDはケースのみを置いてありま
すので、聞きたいまたは借りたいCDのケースをカウンターまでお持ちください。なお、CD
の貸出は、ひとり1枚に制限させてもらっています。 

＊文　　　庫…文庫本サイズの児童書、特にティーンズ向けの本があります。なお、文庫の請求記号は２桁
の数字またはFになっています。 

＊ヤングアダルト…中学生から高校生向けの本がここにあります。請求記号の前にYの記号がある本は、ヤン
グアダルトの本です。 

こ ど も の 本 コ ー ナ ー  

　こどもの本コーナーの請求記号は、３桁の分類記号、２文字の図書記号と巻冊記号になっており、本

は、請求記号順に並べています。 

分類記号…本の内容を３桁の数字で表しています。数字以外の記号

をつけているものもあります。 

　　　　　童話→D、　絵本→E、　文庫本の日本の小説→F 

図書記号…文を書いた人の名字の最初２文字 

巻冊記号…全集やシリーズの何巻めかを数字で表しています。 

　また、分類記号の前にYの別置記号があるものはヤングアダルトコーナーにあります。分類記号の後

ろにLとついたものは大型の本を表し、それぞれの棚の最下段においています。 

こどもの本コーナーの請求記号について 
 

＊児童資料室…児童文化に関する本、特に、子どもの読書、児童図書館や学校図書館についての本、児童図
書関連の研究書など約4,000冊をおいています。また、請求記号ELで表される大型絵本もこ
の部屋にあります。このへやの本も貸し出ししています。 

＊おはなしのへや…毎月第2木曜日におはなし会をしています。絵本の読み聞かせや紙芝居、折り紙や工作な
どを一緒に楽しみましょう。 

こ ど も の 本 コ ー ナ ー  
閲覧室紹介  



図書館を知ろう 
資料検索初級講座 

蘆日時　10月27日(金) 
　　　　11月10日(金) 
　　　　11月24日(金) 
　＊各回同じ内容です 
　　各回とも午後１時～２時 

蘆場所　二十一世紀館３階 
　　　　情報文化実習室 

蘆定員　15名（受講料　無料） 
 
　県立図書館の本の検索方法を１か
ら手ほどきします。受講のお申し込
みは、図書館カウンター、電話、FAX
でどうぞ。 

クリスマスおはなし会 
 

蘆日時　12月９日(土) 
　　　　午前の部10時～　80名 
　　　　午後の部14時～　80名 

蘆場所　県立図書館３階　集会室１ 

蘆対象　幼稚園児(４歳)以上 
小学３年生まで 

　◎入場は子どもさんのみ 

 参加券が必要 です。(11月10日９
時30分から、こどもの本コーナーカ
ウンターまたは、電話にて申し込み
を受け付けます。) 

螽徳島文理大学「うたおは」部の
皆さんが楽しい出し物を用意して
待っています。　 

三好市「旧東祖谷山村」 
総合学術調査発表会 

蘆日時 
　12月3日(日)　午前11時より 

蘆場所 
　東祖谷郷土文化保存伝習施設 
（住所 三好市東祖谷京上14番地3） 

蘆入場無料・申込不要 

 徳島県立図書館は、県内の学術団体
19学会で構成される阿波学会と共
催で毎年県内の特定地域を対象に総
合学術調査を行っています。今年は、
三好市東祖谷（旧東祖谷山村）を対象
に、地元ご協力の中、16学会18班に
よって調査が行われました。この調
査の成果を発表会で披露いたします。 

編集・発行／平成18年11月１日　徳島県立図書館 
〒770-8070 徳島市八万町向寺山 

TEL 088－668－3500　FAX 088－668－6904

 

  ホームページ  http://www.library.tokushima-ec.ed.jp/ 

  携帯電話用  http://www.library.tokushima-ec.ed.jp/k/index.html

第　７4　号 平成１８年 11月１日　�徳島県立図書館だより

※12月1日（金）より受付を開始しますので、県

立図書館の各カウンターへお申し込みください。 

※電話・FAXでも、お受けします。 

日　時　平成19年1月20日（土） 

　　　　午後2時～3時30分（開場1時30分） 

場　所　二十一世紀館１階 イベントホール 

演　題　『原画'（ダッシュ）の研究と意義』 

定　員　200名（申込み先着順） 

竹宮惠子氏　講演会のお知らせ 竹宮惠子氏　講演会のお知らせ 

　
年
明
け
の
一
月
二
十
日（
土
）、

竹
宮
惠
子
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
文
化
の
森
二
十
一

世
紀
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、

県
立
図
書
館
主
催
の
文
化
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
竹
宮
先
生
は
徳
島
市
の
ご
出

身
で
、
徳
島
大
学
在
学
中
に
本

格
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
本
県
で

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

『
風
と
木
の
詩
』
『
地
球
へ
…
』

『
イ
ズ
ァ
ロ
ー
ン
伝
説
』
等
の

名
作
を
発
表
し
、
第
二
十
五
回
小
学
館
漫
画
賞
を
受
賞
、
Ｓ
Ｆ
・
歴
史
・
音
楽
・
恋
愛
も
の
・
コ
メ
デ

ィ
な
ど
幅
広
く
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
描
き
、
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
よ
り
京
都
精
華
大
学
教
授
に
就
任
、
学
生
を
育
て
な
が
ら
作
品
を
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　『
原
画
（
ダ
ッ
シ
ュ
）』と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
原
画
と
並
べ
て
も
見
分

け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
精
巧
に
作
ら
れ
た
複

製
原
画
で
す
。
保
存
や
展
示
が
可
能
で
、

竹
宮
先
生
が
中
心
と
な
り
京
都
精
華
大
学

で
研
究
・
開
発
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
十
二
月
十

二
日（
火
）よ
り
、
県
立
図
書
館
一
階
展
示

ロ
ビ
ー
で
、
代
表
作
十
三
点
を
展
示
い
た

し
ま
す
の
で
、
原
画
（
ダ
ッ
シ
ュ
）
の
美

し
い
色
合
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

当
館
所
蔵
の
竹
宮
先
生
の
著
作
も
、
併
せ

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

'

'


